
（６つの優先的取り組み項目） 

品質の追求 

法令・倫理規範の遵守 

環境保全活動 

適切な情報開示 

適正飲酒の啓発活動 

地域社会との共生 

●それぞれ課題推進の主管 
　部門があるが、必要に応 
　じて委員会を組織し、組 
　織横断的に推進 

品質委員会 

表示委員会 

企業倫理委員会 

環境委員会 

広報部その他 

社会環境推進部 

MRD委員会 

MRD：Moderate and Responsible Drinking（適正飲酒） 
商品政策、適正飲酒に関する表現・表示、適正 
飲酒啓発・教育、海外・国内業界および消費者 
団体対策、アルコールと健康に関する医学研究 
および関連施設に対する支援、アルコールの功 
罪（ポジティブ・ネガティブ）に関する情報・ 
調査研究等 

グループの環境中期計画の策定および環境活動 
の進捗把握・評価 

主に内部通報制度で受けた案件を調査、審議 

社内横断的な組織。各種法令、安全性、社会的 
責任、アルコール問題、環境問題など、多角的 
な観点から表示の適切さを検討 

グループの品質保証を推進する組織として、原 
材料調達、生産、物流、営業、技術開発などの 
部門からなる。品質保証、品質改善に関わる重 
要課題の解決に向けて、部門横断的に取り組む 

に
拡
大
す
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
総
量
削
減
の
取

り
組
み
も
、
二
〇
〇
八
年
度
に
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
単

体
で
九
〇
年
比
一
〇
％
の
削
減
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

も
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
〇
％
に
抑
制
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収

す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
広
島

県
庄
原
市
近
郊
に
あ
る
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
で
あ
る
。

東
京
ド
ー
ム
四
六
三
個
分
に
匹
敵
す
る
二
一
六
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
さ
を
持
ち
、
一
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
の

Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
し
て
い
る
ほ
か
「
水
源
涵
養
保
安
林
」

「
県
立
自
然
公
園
」
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
に
は
国
際
的
な
森
林
認
証
機
関
「
Ｆ
Ｓ

Ｃ（
森
林
管
理
協
議
会：

F
orest

Stew
ardship

C
ouncil

）」
か
ら
、
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
森
林

に
与
え
ら
れ
る
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
」
を
取
得
し
て
い
る
。

お
酒
の
不
適
切
飲
用
の
予
防

お
酒
は
人
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
と
潤
い
を
も
た
ら

す
人
類
の
文
化
的
財
産
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
お
酒
の
不
適
切
な
飲
用
が
、
社
会
に
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
社
会
的
責
任
を
果
た

す
酒
類
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
解
決
に

率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
当
然
の
責
務
と
考
え
て

い
る
。
大
学
新
入
生
を
対
象
に
し
た
啓
発
冊
子
「
お

酒
と
の
正
し
い
つ
き
あ
い
方
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

発
行
し
、
一
七
〇
万
部
を
配
布
し
た
ほ
か
、
ア
ル
コ

ー
ル
健
康
医
学
協
会
と
共
同
企
画
し
た
飲
酒
予
防
啓

発
ビ
デ
オ
を
全
国
約
五
八
〇
〇
の
中
学
校
に
提
供
し

た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
、
未
成
年
者
の

飲
酒
予
防
の
研
究
、
活
動
に
取
り
組
む
団
体
、
個
人

を
支
援
す
る
「
未
成
年
者
飲
酒
予
防
基
金
」
を
創
設
、

第
一
回
と
し
て
九
団
体
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

芸
術
・
文
化
活
動
の
支
援

一
九
五
四
年
の
夏
、「
あ
な
た
の
ビ
ー
ル
が
お
く

る
、
あ
な
た
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
Ａ
Ｂ（
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
）コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
、
利
益
の
社
会
還
元
を

う
た
う
企
業
文
化
活
動
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
新
聞
で

報
じ
ら
れ
た
。
爾
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
芸
術
・
文

化
活
動
を
支
援
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、�
市

民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
�
と
し
て
、
全
国
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
グ
ル

ー
プ
と
協
働
で
「
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
展
開
し
て
い
る
。
四
回
目
の
二
〇
〇
五
年

は
、
参
加
企
画
を
全
国
か
ら
公
募
し
、
選
考
に
よ
り

決
定
し
た
約
四
〇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
七
月
か
ら
九
月

ま
で
の
三
カ
月
間
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
各

地
で
開
催
さ
れ
た
。
太
宰
府
市
の
若
手
職
員
に
よ
る

政
庁
跡
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
震
災
で
空
家
と
な
っ
た

伝
統
家
屋
を
活
用
し
た
淡
路
島
の
ア
ー
ト
展
な
ど
、

地
域
の
人
々
の
新
し
い
出
会
い
と
交
流
の
場
を
つ
く

り
だ
し
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
は
一
〇
万
人
を

超
え
た
。
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
陰
の
力
の
賜
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二

〇
〇
四
年
九
月
に
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
に
拡
大

改
組
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
特
定
の
専
門
部
署
が
や
る

の
で
は
な
く
、
部
門
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。「
お
客
様
の
満
足
」

を
原
点
に
、五
つ
の
委
員
会
と
各
部
、各
社
の
自
主
的

な
取
り
組
み
が
わ
が
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
牽
引
し
て
い
る
。

CSR活動の推進体制
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「
お
客
様
の
満
足
」
の
追
求
が

経
営
の
原
点

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
経
営
の
原
点
は
、
お
客
様
の
声

を
聞
い
て
、
お
客
様
の
満
足
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ

る
。
お
客
様
と
は
、
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
皆
様
の
満
足
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
持
続
的
成
長
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
「
Ｃ

Ｓ
＋
Ｒ
」
と
読
み
替
え
、
お
客
様
満
足（
Ｃ
Ｓ：

カ
ス

タ
マ
ー
サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
）の
た
め
に
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
積
極
的
な
交
流（
Ｒ：

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）を
図
り
、
そ
の
交
流
を
通
し
て
、
企

業
価
値
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
活
動

た
と
え
ば
、
株
主
と
の
交
流
で
は
、
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
株
主
総
会
の
や
り
方
を
見
直
し
た
こ
と

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
従
来
は
吾
妻
橋
の
本
社
で
開

催
し
て
い
た
が
、
一
昨
年
か
ら
会
場
を
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、
収
容
人
数
も
多
い
都
心
の
ホ
テ
ル
に
移
し
た
。

し
か
も
他
の
会
社
の
総
会
に
出
る
方
で
も
来
ら
れ
る

よ
う
に
、
午
後
の
開
始
と
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了

時
に
は
、
役
員
全
員
が
参
加
す
る
「
商
品
試
飲
展
示

会
」
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
商
品
を
実
際
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
ご
意
見
や
感
想
を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
企
画
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
昨
年
は
一
一
一
八
名
、
昨
年
は
一

五
二
九
名
の
株
主
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
総
会
の
席

上
で
は
、
二
〇
名
近
く
の
株
主
か
ら
、
貴
重
な
ご
要

望
や
建
設
的
な
ご
提
案
を
頂
戴
し
た
。

適
時
的
確
な
情
報
開
示
と
い
う
面
で
も
、「
規
則

に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
投
資
判
断
に
関
わ
る
と
判

断
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
自
主
的
か
つ
公
正
に
開

示
す
る
こ
と
」
を
基
本
方
針
に
Ｉ
Ｒ
活
動
を
行
い
、

二
〇
〇
四
年
は
、
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
主
催

「
リ
サ
ー
チ
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
優
良
企
業
選
定
」
で
食
品
部
門
第
一
位
、
日
本

イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
議
会
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｒ
優
良
企
業
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

お
客
様
の
声
を
商
品
に
反
映

二
〇
〇
五
年
、
お
客
様
相
談
室
に
は
、
約
三
万
四

〇
〇
〇
件
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
お

客
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
商
品
に
反

映
さ
せ
る
取
り
組
み
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。「
注

ぎ
や
す
く
、
飲
み
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
も
と
に
、
缶
ビ
ー
ル
の
飲
み
口
を
、
感
性
工
学（
人
の

感
性
を
商
品
設
計
に
活
か
す
た
め
の
統
計
的
手
法
）

を
取
り
入
れ
た
形
状
に
改
良
し
た
。
ま
た
、「
製
造

年
月
や
賞
味
期
限
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
の
声
に
応

え
て
、
業
界
で
初
め
て
、
缶
ビ
ー
ル
六
本
マ
ル
チ
パ

ッ
ク
の
上
部
に
見
や
す
く
表
示
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

全
国
に
九
つ
あ
る
ビ
ー
ル
工
場
で
は
、
ほ
ぼ
年
間

を
通
し
て
見
学
者
を
お
迎
え
し
て
い
る
。
ウ
イ
ス
キ

ー
、
ワ
イ
ン
、
飲
料
の
生
産
拠
点
と
あ
わ
せ
、
約
一

六
〇
万
人
の
お
客
様
に
生
産
活
動
を
直
に
ご
覧
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
商
品
や
当
社
に
対
す
る
ご
意
見
も

頂
戴
し
て
い
る
。

地
球
を
よ
り
健
全
な
状
態
で

子
孫
に
残
す

地
球
環
境
は
、�
モ
ノ
言
わ
ぬ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
�と
言
わ
れ
る
が
、ビ
ー
ル
の
主
原
料
で
あ
る
水
・

麦
・
ホ
ッ
プ
と
い
っ
た
自
然
の
恵
み
を
育
ん
で
く
れ

た
地
球
に
感
謝
し
、
地
球
を
よ
り
健
全
な
状
態
で
子

孫
に
残
す
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、
環
境
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
一
九
九
八
年
、
他
に
先
駆
け
て
�
廃

棄
物
再
資
源
化
一
〇
〇
％
�
を
全
ビ
ー
ル
工
場
で
達

成
し
た
が
、
本
年
、
全
グ
ル
ー
プ
の
生
産
拠
点
全
て

竹
田
義
信

た
け
だ

よ
し
の
ぶ

CSR わが社の取り組み

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
「
Ｃ
Ｓ
＋
Ｒ
」

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
事
務
局
長
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